
情報公開文書 初版 

      Conversion Surgery に向けた最適な治療法の検討 

 

１、研究の対象 

2016年以降のステージ４大腸癌の患者さん 

 

２、研究目的・方法 

・研究目的：治癒切除不能ステージ４症例を治癒切除（Convresion Surgery)可能にする治療

法を検討します。 

 ・研究方法：カルテレビューをしてデータ収集を行います。 

 ・研究期間：臨床研究倫理審査委員会承認日（病院長許可日）～2030年 3月 31日 

 

３、研究に用いる試料・情報の種類 

 ・疾患情報：性別、対象患者の治療前の状態及び病勢、治療法（主に化学療法regimen、治療コー

ス数等）、治療効果、治療有害事象の有無、CS症例とその他の症例（治癒切除可能cStageⅣ症例、姑

息的化学療法症例、BSC(Best Supportive Care)症例）で予後（無再発生存期間、全生存期間等）を比

較します。 

治療経過についてカルテからのデータのみを用います。（試料はありません。） 

４、 個人情報の取り扱い 

症例登録には登録症例の氏名、診療録 ID 等は使用せず、被験者の秘密保護に十分配慮いた

します。研究の結果を公表する際は、被験者を特定できる情報を含まないようにします。 

  試料・情報の管理について責任を有する者： 外科 下部消化管外科部長 佐村 博範 

 

５、お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究 

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。 

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。なお、すでに学会や論文等で公表

されている場合は撤回が困難であることはどうぞご了承ください。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

    住所：浦添市前田1-56-1電話：098-878-0231（代表） 

    浦添総合病院    

  研究責任者：外科 下部消化管外科部長 佐村 博範 


